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開催経費

1

（１）建設費の考え方
オリンピックで求められる規模を基に、実勢単価、過去事例単価等により積上げ

（２）大会運営費の考え方
平昌・北京の立候補ファイルの平均値を基本として設定
仮設費については積上げ

（３）招致経費の考え方
東京・長野の事例を参考に積上げ

（４）開催地負担額の考え方
○建設費 → 長野の事例を参考に開催地（市町）が1/4を負担
○大会運営費→ 組織委員会が負担するが、収入（平昌・北京の立候補ファイル平均値）を上回る

分については、開催地（市町）が1/2を負担

（５）インフレ率について
「中長期の経済財政に関する試算」（平成28年1月21日 内閣府）における消費者物価上昇率
1.２％で2026年まで毎年推移すると見込み、2016年3月時点の試算額にインフレ率を掛けて算
出

（６）為替レートについて
東京の立候補ファイルを参考に過去８年間の平均値（１＄＝95円）として設定

試算の前提条件
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計画案２：スピードスケート会場が帯広の場合

計画案１：スピードスケート会場が札幌の場合

開催経費を4,565億円と見込んでいます。
（※開催地負担分としては1,102億円）

開催経費を4,328億円と見込んでいます。
（※開催地負担分としては1,050億円）



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games3



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games4



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games5



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games6



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games7



2026 Hokkaido Sapporo Olympic And Paralympic Winter Games8


